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まえがき

　モノづくりの世界は「低コスト価格競争」から「高価値競争」への移行が定着し、
人の感性に訴えかける製品開発が求められています。中でもプラスチック成形品は、
安価に大量生産できる反面、一般的に、質感が不足、安っぽく感じられることがあり、
これを解決し、二次品質（官能品質、質感）を向上させる手段として「加飾」への関
心は、一段と高くなってきています。さらに加飾は、本来の目的である見栄え、高級感、
質感などの向上のみならず、各種機能を付加した「機能付加加飾」や、塗装レス、リ
サイクル・リユース材利用、植物由来樹脂、各種複合材料など環境に優しい素材や技
術の利用などの「環境負荷低減加飾」が注目され、自動車外装への適用にも関心が持
たれて、実施されつつあります。このように加飾は、プラスチック業界の重要な一分
野となっています。
　加飾関連の書籍として、筆者らは、2020年1月に、フルカラーの総合的な加飾解説
本を発刊させていただき、好評を得ていますが、その後6年以上経過し、環境負荷低減
対応などを充実した新たな書籍が求められています。
　そこで、本書籍は、筆者らが長年にわたり収集してきた加飾関係の情報に、近年の
環境負荷低減対応加飾を幅広く加えて、「環境負荷低減を中心とするプラスチック加飾
技術の最新トレンドと将来展望」としてまとめ、すでにプラスチック加飾に何らかの形
で関係しておられる方をはじめ、これからプラスチックの加飾に携われる方も対象に
制作したものです。ただ、ページ数の関係もあり、本書では概要的な解説をメインに
しています。各技術については、かなり短縮した記述になっています。Web Siteを中
心とする参考資料を提示していますので、より詳しくお知りになりたい方は参考文献
も合わせ参照いただきたいと思います。
　なお、加飾は、プラスチックに限らず、陶磁器、工芸品、ガラス、金属、セラミック、
紙などに広く用いられますが、本書では原則として、プラスチックの加飾に限定して
解説しています。
　本書の執筆にあたり、情報、資料、サンプルを提供いただきました皆様、展示会な
どで展示サンプル、資料の撮影を許可いただきました皆様に深く感謝いたします。

　本書ができるだけ多くの方にご活用いただき、皆様に少しでもお役に立てれば幸いです。

桝井捷平
伊藤達朗
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1　プラスチック加飾について

1.1　プラスチック加飾とは

図1-1に示すように、「加飾」とは「器物の表面にさまざまな工芸技法を用いて装飾
を加えること」と定義されており、例えば、縄文式土器や工芸品の蒔絵などのように
加飾は昔から行われていたが、プラスチックにおいても、消費者の感性に訴えて、買っ
ていただける商品を作るための手段として、最近特に関心が高くなっている。何らか
の表面層を付与して見栄えを向上させる「狭義の加飾」と、特別な表面層を付与せず
に見栄えを向上させる技術を含めた「広義の加飾」があるが、本書では「広義の加飾」
を「加飾」として扱う。

1.2　プラスチック加飾の背景となる感性工学とCMF

　プラスチックの加飾技術の説明に先立って、本技術の背景となる「感性工学」と「CMF
（Color/Material/Finish）」について、若干説明をする。
　感性を生かしたモノづくり、感性に訴えるモノづくりを対象とした学問として、「感
性工学」があり、早稲田大学の長沢伸也教授などが研究をされている1-1)。
図1-2は感性工学から見た商品品質を示す。商品の品質は、理化学検査で計測できる
第一次品質（機能・性能）、感性評価で評価できる第二次品質（高級感、見栄え）、イメー
ジ調査で評価できる第三次品質（ブランド、ネーミング）から成り立っている。

第1章  プラスチック加飾概要

図1-1　加飾とは

SAMPLE
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第1章　プラスチック加飾概要

　最近の技術向上は目覚ましく、プラスチックを用いた商品に限らず、ほとんどの商
品で各社の商品に第一次品質（機能・性能）の差が少なくなり、かつ市場には豊富に
商品がある時代になって、第一次品質を求めるより、第二次品質（高級感・見栄え）、
さらには第三次品質（ブランド・イメージ）を重視して商品を購買する傾向が強くなっ
ている。これらの傾向は商品購入の中心層である若者で特に顕著であるといわれてい
るが、シニア世代でもその傾向が見られる。
　感性による選択の基準となる快適性に個人的な基準はあっても明確な社会的基準は
ないが、それぞれの時期にその時期の方向性があり、これをいかに把握するかが商品
開発上のポイントであるといわれている。
　「CMF」とは、モノの表面を構成する、大切な3つの要素であるColor（色）、Material（素
材）、Finish（加工、仕上げ）のことで、製品のデザインにおいて欠かすことができない。
加飾製品は、このCMFに基づいてデザインされている。

1.3　プラスチックへの加飾の意義と課題

図1-3はプラスチック加飾の意義と課題および今後の加飾をまとめたものである。プ
ラスチックは優れた特性に加えて、賦形の容易性、軽量性などに優れた素晴らしい材
料であるが、プラスチック成形品は通常の一次成形のままでは、安っぽく見える、冷
たい感じがするなどの課題があり、これは質感の不足に由来する。質感のある他の素
材を付与する、あるいは成形品の外観品質の向上を行うことによって、プラスチック
の本来の特徴である優れた機能性、賦形性、軽量性と相まって、第二次品質の中の視
覚的品質（見栄え、外観）の良い、感性に訴える商品が得られる。ただ、加飾は一般

『プラスチック加飾技術の最新動向』
（シ－エムシー出版、p.16～27 ）

図1-2　商品品質と感性工学SAMPLE
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的にはコストアップを伴い、ケースによってはデザインを制約する可能性があり、これ
はプラスチック本来の持つ特徴と相反することになる。これらを念頭に置いて、コストアッ
プに見合うあるいはそれ以上の価値を付与し、高くても売れる商品、欲しくなる商品、
ワクワクする商品に仕上げることが必要である。今後の加飾の詳細は、第3章で示すが、
国際共通目標、自動車などの目標に沿った加飾＝ライフサイクル全体で、地球環境に
負荷を掛けない（優しい）加飾になっていくと思われる。

1.4　プラスチック加飾の位置付け

1.4.1　見栄え、質感、高級、高品質

　加飾において、見栄え、質感、高級の言葉がよく使われる。これらは、個人の価値
判断によるもので、同一のものを見ても個人でその感じ方は異なる。
図1-4は品質の構成要素と高品質、高級、質感、見栄えを加飾との関係で、筆者の見
解としてまとめたものである。
　筆者は、「基本的な加飾」は、第二次品質の中の「視覚的品質」に優れたもので、見
栄えの良いもの示し、視覚的品質の他に触覚的品質を加えたものが「高質感（質感が
高い）」で、これを加えたものが「拡大解釈した加飾（高質感加飾）」を示すものと考
えている。「高級（感）」は、さらに他の第二次品質も高く、ケースによっては第三次
品質も高いものを示すと解釈している。そして、「機能付加加飾」は、加飾に第一次、
第二次品質のいずれかを積極的に付加したものと捉えている。高品質は、加飾とは直
接関係がなく、一般的には第一次品質が高い（ケースによっては、第二次、第三次品
質も高い）ものと考える。「高級＝高品質＋α」で、α＝希少性、オリジナリティ、歴史性、

図1-3　プラスチック加飾の意義と課題および今後の加飾概要SAMPLE
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第1章　プラスチック加飾概要

作り手のこだわり、ストーリー性とする意見もあるが、筆者は必ずしも高級に＋αが必
須であるとは考えていない。

1.4.2　本物志向とプラスチック加飾

図1-5は、本物志向とプラスチック加飾をまとめたものである。自動車のデザイナー
などは本物志向、本物へのこだわりが高い。「本物」とは、木、皮など天然の物で、繊
維やアルミの切り出し品などを含める場合もある。また、木に樹脂などを含浸したもの、
コーテイングしたものも、本物に含められている。
　そして、プラスチックの加飾品は、よく「Fake（フェイク）」と言われる（最近は少
なくなったが）。フェイクは辞典によれば、「（だます目的で）偽造する、（……の）ふり
をする、フェイントを使う」と説明されている。フェイクがこのように定義されるのな
ら、プラスチック加飾品はFake（フェイク）ではない。本物に似せて製造したオリジ
ナル品であり、プラスチック加飾でしかできない装飾が多くある。逆に、本物でない
といけないのかとの疑問もある。
　例えば、自動車の内装に上記の本物、プラスチック加飾の「木目調加飾品」が多く
使用されており、「どれが『高級』でしょうか、どれが『見栄え』が良いでしょうか、
どれを選びたいですか？」と尋ねても、必ずしも本物が選ばれることはなく、人によっ
てその答えは異なる。

1.4.3　高く買っていただける商品の設計、生産、販売

図1-6に、高く買っていただける商品の設計、生産、販売についてのコンセプト示した。
感性工学研究会、特に感性商品研究部会1-2)の学術面からの知見がその土台になると考
えている。

図1-4　品質の構成と高品質、高級、質感、見栄えおよび加飾SAMPLE

複製・再配布などの二次利用はご遠慮ください
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①デザイン
　 CMF（Color/Material/Finish）の観点で商品設計を行い、ネーミング、ストーリー
性も工夫する。ストーリー性とは、歴史、開発苦労話、環境性（従来廃棄していた
物の活用など）、うんちく、といった人を引き付けるネタ話を意味する。
②生産技術

 形状、生産数量、購買層、販売価格などを考えて、どの技術で生産（加飾）できる
のかを考える。検討因子としては、見栄えだけでなく、各種機能（触覚、電気・電

図1-5　本物志向とフェイクについて

図1-6　高く買っていただける商品の設計、生産、販売

SAMPLE

複製・再配布などの二次利用はご遠慮ください




